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★コーア・テレージアⅡ　毎週土曜
日午後２時～５時／勤労・青年会
館な

ど／月５千円※個人発声レッス
ンあ

り／宇賀神（�５８４－３１２６）
★社交ダンス「ワルツ会」　１０月～
１２月の月４回日曜日午後６時～９時
／勤労・青年会館な

ど／月２千円※プ
ロの指導あ

り／吉村（�５８３－８３１４）
★日野手品サークル　毎月第３火曜
日午後７時～９時／中央公民館な

ど／
入会金１千円、月１千５００円※初心者
歓迎／勝又（�５８２－７３２７午後６時以
降）
★健康太極拳２４式　毎週水曜日また
は土曜日午前１０時～１１時３０分／南平
駅西交流センターな

ど／月１千５００円
※指導あ

り／動きやすい服装で／柴田
（�５９１－６７８１）
★日帰り温泉同好会「わくわく会」
平日に山梨方面の温泉に行きます※
自宅送迎あ

り／年２千円／野田（�５９１
－５９２５）
★「フラオラハイナ」フラダンス体
験　毎月第２・第４月曜日…万願寺
交流センター、毎月第２・第４木曜
日…新井地区センターな

ど／午後１時
～２時／６０歳以上の女性初心者対象
※指導あ

り／１０人／月１千円／フレア
スカートかズボン、ソックス着用で
／鈴木（�５９２－４５９７午後６時以降）
★シニアのテニス同好会　毎週土曜
・日曜日早朝／市内テニスコートな

ど

／入会金２千円、月１千円程度※積
極的に参加できる方歓迎／中村（�
５９２－１３４８）
★シニアの為の英会話サークル　毎
月第２・第４水曜日午後１時１５分～
２時４５分／中央公民館高幡台分室な

ど

／６０代・７０代の方がゆっくり楽しく
学べる英会話／月２千８００円／ハミ
ルトン（�５９１－２３２６）
★シルバーダンス教室　毎週木曜日
午後１時１５分～４時３０分／福祉支援
センターな

ど／多少の経験者対象※指
導あ

り／入会金１千円、月２千５００円
／鶴岡（�５９２－２９０２）
★童謡の会「こまくさ」　 毎週水曜
日午前１０時～１１時３０分／湯沢福祉セ
ンターな

ど／入会金１千円、月３千円
／吉沢（�５９２－７７０８）
 

�この欄は広報手段を持たない市
民、団体・サークル等（主に市内在
住・在勤・在学者で構成）の活動を
支援するものです。市主催のもので
はありませんので、内容の確認は当
事者間でお願いします。
　なお、掲載後に苦情等のあったも
のは、今後の掲載を見合わせる場合
もあります。
�政治団体などが行う行事・会員募
集（以下｢行事等｣）や政治活動とみ
なされる行事等は、掲載できませ
ん。
�宗教団体等が行う行事等や宗教活
動とみなされる行事等は、掲載でき
ません。
�企業などが行う行事等で営利目的
や営業宣伝とみなされる行事等は、
掲載できません。
�一般の行事等の取り扱いは、次の
とおりとします。
�サークル活動などの会員募集は、

みんなのメモ帳みんなのメモ帳

主な掲載基準主な掲載基準

　

昭
和　

年
（
１
９
４
４
）、
岩
手
県
岩
手
郡
沼

１９

宮
内
町
に
疎
開
し
た
聖
歌
は
、
戦
後
の
活
動
を

盛
岡
で
開
始
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
１
月
に
は
短
歌
と
詩
の
雑
誌
『
新

２１

樹
』
を
創
刊
、
装
丁
や
挿
絵
は
妻
千
春
が
担
当

し
ま
し
た
。
６
月
、「
岩
手
児
童
文
化
協
会
」
が

発
足
し
、
事
務
局
長
に
就
任
。「
こ
ど
も
し
ん

ぶ
ん
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
８
月
に
は
休
刊
し

て
い
た
「
新
児
童
文
化
」
を
復
刊
、「
あ
た
ら
し

い
児
童
文
化
を
強
く
明
る
く
し
っ
か
り
と
築
き

あ
げ
よ
う
」
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和　

年
、
聖
歌
は
上
京
を
決
意
、
日
野
町

２３

 
東
大
助 （
旭
が
丘
）
に
居
を
定
め
ま
し
た
。
当

ひ
が
し
だ
い
す
け

時
の
旭
が
丘
付
近
は
作
家
伊
藤
整
の
家
な
ど
人

家
も
ま
ば
ら
で
両
家
は
家
族
ぐ
る
み
で
、
親
し

い
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
京
後
の
昭
和　

年
半
ば
か
ら
「
日
本 
綴 
り

つ
づ

２６

方
の
会
」
に
関
係
す
る
よ
う
に
な
り
、
翌　

年
２７

『
中
学
生
詩
集
』、『
小
学
生
詩
の
つ
く
り
方
』

を
刊
行
し
ま
し
た
。
同
年
８
月
、「
日
本
作
文

の
会
」
が
結
成
さ
れ
る
と
常
任
委
員
に
な
り
、

各
地
の
学
校
の
先
生
た
ち
と
の
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。
以
後
、
創
作
活
動
を
続
け
な
が
ら
、

学
校
教
育
の
場
に
お
け
る
児
童
詩
、
つ
づ
り
方

の
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
、
教
師
達
の
指
導
・

助
言
者
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。『
今
日
の
児

童
詩
』
な
ど
、
こ
の
分
野
で
の
著
作
は
多
数
あ

り
ま
す
。
昭
和　

年
日
本
作
文
の
会
評
議
委
員

４１

と
な
り
、
昭
和　

年
赤
い
鳥
文
学
賞
選
考
委
員

４６

を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
野
市
で
は
産
業
共
進
会
審
査
員
な
ど
を
務

め
、
平
山
小
を
は
じ
め
、
市
内
や
多
摩
地
域
の

学
校
の
教
師

達
と
も
交
流

が
あ
り
ま
し

た
。八
王
子
、

南
多
摩
地
区
の
教
師
達
に
よ
る
「
八
南
作
文
の

会
」
に
は
、
結
成
か
ら
関
わ
り
、「
西
多
摩
作
文

の
会
」の
指
導
な
ど
も
精
力
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

聖
歌
は
、
多
数
の
校
歌
を
作
詞
し
て
い
ま

す
。
市
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
中
に

も
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
ま
で　

曲
７０

余
の
自
筆
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
、
新
し
く
開
校
し
た
学

校
も
多
く
、
民
主
的
で
新
し
い
時
代

に
合
っ
た
校
歌
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
巽
聖
歌
に
、
多
く
の
作
詞
の
依

頼
が
あ
っ
た
背
景
に
は
、
現
場
の
教

師
達
の
聖
歌
に
よ
せ
る
絶
大
な
信
頼

が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
聖

歌
の
校
歌
は
、「
明
日
の
日
本
の
担

い
手
」「
日
は
の
ぼ
る
」
の
よ
う
に
表
題
が
付
け

ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
日

野
市
で
は
四
小
と
七
生
中
の
校
歌
を
作
詞
し
て

い
ま
す
。

　

聖
歌
は
、
新
美
南
吉
の
死
後
、
南
吉
の
作
品

を
世
に
出
す
こ
と
、
散
逸
し
た
日
記
や
原
稿
を

収
集
す
る
こ
と
に
奔
走
、
多
く
の
時
間
を
費
や

し
ま
し
た
。
岩
手
に
疎
開
中
か
ら
『
牛
を
つ
な

い
だ
椿
の
木
』『
花
を
埋
め
る
』『
久
助
君
の
話
』

な
ど
の
童
話
集
を
次
々
に
刊
行
し
ま
し
た
。
ま

た
、『
新
美
南
吉
童
話
全
集
』
３
巻
（
昭
和　
３５

年
）、『
新
美
南
吉
の
手
紙
と
生
涯
』・
詩
集
『
墓

碑
銘
』（
昭
和　

年
）、『
新
美
南
吉
全
集
』
８
巻

３７

（
昭
和　

年
）、『
新
美
南
吉　

歳
の
作
品
日

４０

１７記
』（
昭
和　
４７

年
）
な
ど
、
全

集
や
南
吉
に
関

す
る
著
作
も
刊

行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
も
小
学
校
４
年
生

の
国
語
の
教
科
書
に
は
す
べ
て
、
南
吉
の
代
表

作
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
昭
和　

年
聖
歌
が
大
日
本
図
書
の
教
科

３１

書
編
集
委
員
に
な
っ
て
推
薦
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　

し
か
し
、
南
吉
の
童
話
作
家
と
し
て
の
評
価

が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
聖
歌
の
南
吉
作
品
に
対

す
る
改
作
が
問
題
と
な
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
原
稿

を
求
め
て
、
巽
聖
歌
批
判
が
起
こ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
原
稿
の
手
直
し
は
、
も
と
も
と
は

戦
前
に
日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
た
差
別
用
語
や

軍
国
的
な
表
現
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
に
触
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
で
し

た
。
聖
歌
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
を
託
さ
れ
た

南
吉
の
作
品
を
、
な
ん
と
か
世
の
中
に
出
し
た

い
、
少
し
で
も
よ
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

聖
歌
の
死
後
、『
校
定
新
美
南
吉
全
集
』　

巻
１２

が
刊
行
さ
れ
、
改
作
部
分
は
す
べ
て
元
に
戻
さ

れ
ま
し
た
。
南
吉
の
た
め
自
ら
の
創
作
活
動
を

犠
牲
に
し
て
取
り
組
ん
だ
聖
歌
に
と
っ
て
、
改

作
批
判
は
当
惑
す
る
出
来
事
で
し
た
。し
か
し
、

南
吉
に
対
す
る
聖
歌
の
心
情
は
純
粋
な
も
の

で
、南
吉
の
作
品
が
散
逸
を
免
れ
、多
く
の
人
に

愛
さ
れ
、
読
み
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

聖
歌
の
労
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。

　

聖
歌
は
、
昭
和　

年
４
月　

日
、
心
不
全
の

４８

２４

た
め
市
立
病
院
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。　

歳
で

６８

し
た
。

　

皇
太
子
妃
（
当
時
）
美
智
子
様
は
、
聖
歌
の

死
を
悼
ん
で
「
山
茶
花
の
咲
け
る
小
道
の
落
ち

葉
焚
き
童
謡
と
せ
し
人
の
今
亡
く
」（
歌
集
『
と

も
し
び
』
所
収
）
と
詠
ま
れ
ま
し
た
。
美
智
子

様
と
は
、
南
吉
の
作
品
を
介
し
て
の
交
流
が
あ

り
ま
し
た
。

　

聖
歌
の
墓
は
、
八
王
子
市
の
喜
福
寺
に
あ
り

ま
す
が
、
富
士
霊
園
（
静
岡
県
駿
東
郡
小
山
町
）

に
あ
る
「
文
学
者
の
墓
」
に
も
名
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

昭
和　

年
『
巽
聖
歌
作
品
集
』
上
下
が
刊
行

５２

さ
れ
ま
し
た
。

（
郷
土
資
料
館　

北
村
澄
江
）

※
「
巽
聖
歌
生
誕
百
年
記
念
展
」
は
、　

月　
１１

１３

日
�
ま
で
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
旧

ふ
る
さ
と
博
物
館
）
で
開
催
中
。
旭
が
丘
地

区
セ
ン
タ
ー
で
も
、　

月
８
日
�
〜　

日
�

１０

１５

に
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
す

８９

▲巽聖歌　昭和３７年自宅で愛犬と

�
�
�
�
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�
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た
つ
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せ
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か

�
�

�
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�
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「
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
」と
は
手
足
の

血
管
が
詰
ま
っ
て 
壊  
死 
す
る
原
因

え 

し

不
明
の
病
気
で
す
。
最
近
、
こ
の

病
気
が
歯
周
病
原
菌
に
よ
っ
て
起

こ
る
こ
と
が
東
京
医
科
歯
科
大
グ

ル
ー
プ
に
よ
っ
て
世

界
で
初
め
て
証
明
さ

れ
、
新
聞
等
で
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
で
は
、
同
病

患
者
の
口
腔
内
と
患

部
の
血
管
を
調
べ

て
、「
歯
周
病
」
と

「
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
」

と
の
関
連
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
す
べ
て
の
バ
ー
ジ
ャ
ー

病
患
者
は
歯
周
病
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
患
部
の
血
管
試
料

の
ほ
と
ん
ど
か
ら
歯
周
病
菌
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
正
常
血
管
の

試
料
か
ら
は
歯
周
病
菌
は
ま
っ
た

く
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
発
見
か
ら
「
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
」

に
「
歯
周
病
」
が
関
係
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
以
外
に
も
、

歯
周
病
は
糖
尿
病
、
脳

 
梗  
塞 
、
心
内
膜
炎
、 
誤 

こ
う 
そ
く 

ご

 
嚥 
性
肺
炎
、
早
産
な
ど

え
ん色

々
な
こ
と
に
関
与
し

て
い
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年　
４０

歳
、　

歳
、　

歳
、　

５０

６０

７０

歳
の
市
民
を
対
象
に
無

料
で
歯
周
病
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機

会
を
利
用
し
て
歯
周
病
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

（
健
康
課
�　

・
４
１
１
１
）

５８１

同好の仲間を募るためのものとしま
す。｢私が教えます｣式のものは掲載
できません。
　また、同一サークルの会員募集の
再掲載は、掲載３カ月後から受け付
けます。
�営利を目的とする教室などを開い
ている個人・団体の講演会や作品展
などは、掲載できません。
�行事等の参加費用は、必要費、材
料費等の実費、常識範囲の会費（茶
菓子代等）を越えないものとしま
す。
�営利目的とみなされるバザーやガ
レージセールなどは掲載できません。
�掲載順位はその号でないと間に合
わない日程の行事等で、市内団体が
市内を会場に実施するものを最優先
とします。

三
師
会
か
ら
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